
特徴 
成虫の体はオレンジ色ですが、白いロウで覆われている
ため白っぽくみえます。新芽にむらがります。 

幼虫は黒く、たくさんのトゲがあり、体のふちから白いロウ
を出します。幼虫は葉の裏面につきます。 
 

被害と対策 
成虫と幼虫が葉の汁を吸います。幼虫が出す甘い汁に黒
いカビが生えるため、茶の葉が黒くなります。 

この虫を食べる天敵（シルベストリコバチ）がいるので、こ
れを大切に守ってやると、虫はだんだん減ります。 

チャトゲコナジラミ（Camellia spiny whitefly ） 
Aleurocanthus camelliae 

茶の病害虫 

新芽に群がる成虫（体長0.9～1.3mm） 大きくなった幼虫（体長約1.2mm） 
と天敵（中央：体長約0.8mm） 
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